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アジア の窓
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
深

刻
化
し
た
世
界
同
時
不
況
に
よ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各

国
の
経
済
は
急
速
に
減
速
し
、
四
半
期
別
の
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
（
前
年
同
期
比
）
は
、
二
〇
〇
九
年
第

１
四
半
期
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
マ
イ
ナ
ス
九
・
四
％
が

最
悪
で
タ
イ
と
マ
レ
ー
シ
ア
が
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
た
。
一
〇
〇
年
に
一
度
と
言
わ
れ
た
金
融
危
機

の
影
響
は
深
刻
と
考
え
ら
れ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の

景
気
後
退
は
長
引
く
と
予
想
さ
れ
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
九
年
一
月
か
ら
二
月
を
底
と

し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
景
気
は
緩
や
か
に
回
復

に
向
か
う
。
二
〇
〇
九
年
第
４
四
半
期
に
は
、
全

て
の
国
の
四
半
期
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
プ
ラ
ス
成
長
と

な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
に
入
る
と
回
復
傾
向
は
一

層
鮮
明
と
な
っ
た
。
第
１
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
一
六
・
九
％
、
タ
イ

一
二
・
〇
％
、
マ
レ
ー

シ
ア
一
〇
・
一
％
と
二

桁
成
長
と
な
り
、
Ｖ
字

型
の
成
長
を
実
現
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
景
気
回
復
の
要
因
を
考
え
て
み
た

い
。
最
初
に
、
金
融
部
門
が
健
全
で
あ
り
欧
米
の
よ

う
な
金
融
危
機
が
起
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
一
九
九
七
～
九
八
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
教

訓
を
学
ん
だ
ア
ジ
ア
の
金
融
機
関
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
担
保
証
券
と
い
う
「
毒
入
り
饅
頭
」
に
手
を

出
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
海
外
か
ら

の
借
入
れ
に
も
慎
重
で
あ
り
、
短
期
対
外
債
務
が
小

さ
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
同
様
に
ア
ジ
ア
通
貨
危
機

の
教
訓
を
学
ん
だ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
政
府
は
外
貨
準
備

を
大
幅
に
積
み
増
し
し
て
お
り
、
多
く
の
新
興
国
の

よ
う
な
外
貨
危
機
は
起
き
な
か
っ
た
。

次
に
、
二
〇
〇
九
年
初
め
か
ら
実
施
さ
れ
た
大
規

模
な
金
融
財
政
緩
和
を
内
容
と
す
る
緊
急
経
済
政
策

が
効
果
を
あ
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
緊
急
経
済
政
策
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
タ
イ
の
一
四
・
三
％
を
筆
頭
に
五
％

を
超
え
た
国
が
多
い
。
三
番
目
に
輸
出
が
二
〇
〇
九

年
一
～
二
月
を
底
に
回
復
し
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
第
４
四
半
期
に
は
危
機
前
の
レ
ベ
ル
に

回
復
し
つ
つ
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
向
け
を
初
め
、

中
国
向
け
輸
出
が
牽
引
し
、
米
国
向
け
も
夏
以
降
回

復
に
向
か
っ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
輸
出
の
回
復
に
は
、

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
初
め
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
プ
ラ
ス
一
の
Ｆ
Ｔ
Ａ

が
寄
与
し
て
お
り
、
積
極
的
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策
が
奏
功

し
た
と
言
え
よ
う
。

　

（
石
川 

幸
一　

ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

Ｖ
字
型
回
復
を
実
現
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

　

✿
研
究
所
だ
よ
り
✿

※
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
ジ
ア
・
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
の
開
催
に
つ
い
て 

　　

次
の
と
お
り
十
月
、
十
一
月
に
開
催
し
ま
す
。

①
日  

時
：
十
月
十
六
日
（
土
） 

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
三
時

　　

講 

師
：
平
井
久
志
（
共
同
通
信
社
編
集
委
員
（
元
ソ
ウ
ル
・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北
京
特
派
員
））

　　

テ
―
マ
：
「
北
朝
鮮
後
継
体
制
の
行
方
」

　　

場　

所
：
本
学
二
号
館　

２
２
４
教
室　

②
日  

時
：
十
一
月
二
十
日（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
三
時

　　

講 

師
：
平
塚
三
好
（
東
京
理
科
大
学
専
門
職
大
学

　　　　　　　　　　　　　　

総
合
科
学
技
術
経
営
研
究
科　

准
教
授
）

　　

テ
―
マ
：
国
力
を
支
え
る
知
的
財
産
と
そ
の
国
際
問
題

　　

場　

所
：
本
学
二
号
館　

２
４
１
教
室　

③
前
記
セ
ミ
ナ
ー
は
、
①
②
と
も
に

　　

定  

員
： 

百
五
十
名

　　

受
講
料
：
五
百
円(

当
日
現
金
を
受
付
で
お
支
払
い
下
さ
い
。)

      

た
だ
し
、
本
学
学
生
・
教
職
員
は
無
料
で
す
。

   　　

ま
た
、
平
成
二
十
二
年
度
ア
ジ
ア
研
究
所
公
開
講
座

　

   　
「
受
講
証
」
を
ご
持
参
の
方
も
無
料
で
す
。

※
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
電
車
・
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
下
さ
い
。

   

問
い
合
わ
せ
先
：
亜
細
亜
大
学
総
合
企
画
部
学
務
課

   

電  

話
：
〇
四
二
二
－
三
六
－
三
一
七
二

※
第
三
十
回
公
開
講
座
終
了
に
つ
い
て

今
年
度
は
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
変
容
す
る
ア
ジ
ア
」
を

テ
ー
マ
に
六
月
五
日
（
土
曜
日
）
か
ら
五
回
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
、
七
月
三
日
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
延
べ
参
加

人
数
は
七
四
〇
名
で
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
講
師
諸
氏
な
ら
び
に
受
講
者
の
方
々

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


